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（２）カニの標本の作り方

カニは死ぬと、脚やはさみなどがぐらぐらになります。それを段ボールや発泡スチロー

ル板の上に置き、まち針などで形を整えながら固定します。そのまま直射日光で乾燥させ

ればできあがりです。

（３）標本の記録のとり方

標本はデータが命です。必ずいつ、どこで、誰が採集したものかを記録しておきます。

名前はあとからいつでも調べることができます。

１．学習のねらい

磯は、潮の干満で海になったり、陸になったりする特異な環境です。磯には多様な生物が生息

しています。磯で遊ぶことで、子どもたちは様々な生物を見つけます。その生物が互いに関係し

あっていることや、それぞれの環境に適応した、様々な体の形や生活の様子を見ることができま

す。

２．実施について

（１）実施時期：真冬と真夏を避ければいつでもよいのですが、活動時間の潮位を確認しておか

なければなりません。５月～６月の大潮の日が週末に重なった日は、多くの団

体が各磯で観察会を催すことが多いので、学校では平日に行うことをお勧めし

ます。

（２）実施場所：潮が引くと広い磯が現れるところがよく、交通の便、安全性、周辺のトイレな

ど、施設の確認をして選定してください。

（３）指導時間：午前でも午後でも、半日を予定しておくとよいでしょう。

（４）指導対象：高学年

３．準備するもの

（１）マイナスのドライバー・食事用のナイフ・建築剥離用のヘラなど、ルーペ、バケツ、海岸

動物図鑑、フィルムケースなどがあれば十分です。

（２）服装や履き物

磯の岩には、カキの仲間などが付いていて、よく切り傷を負います。服装はできるだけ

肌を出さず、履き物は長靴を避け、履き古した靴がよいでしょう。サンダルは厳禁です。

（３）資料『いそかんさつのしおり』を印刷して子どもに渡しておきます。ただし、磯に持って

いくと、両手がふさがって資料が使えないばかりか、濡れたり、紛失したりしますので、

採集を終えてから見るようにした方がよいでしょう。

４．学習の進め方

（１）磯におりてまず、潮間帯について説明します。

また、しぶき帯・潮上帯・潮下帯・タイドプールについても説明します。（中学校指導

者用冊子55～56頁を参照してください。）

（２）安全について注意をします。（あとの資料を参考にしてください。）

（３）観察、採集をします。おおまかな仲間に分けるにとどめます。

なお、貝やカニは標本にできるので、持ち帰ってもよいです。

５．実施上の工夫・留意点

（１）巻き貝の標本の作り方

小さい物はそのまま乾燥できます。ある程度の大きさの物は、まず煮て、体を出してか

ら乾燥させます。十分乾燥したら中に綿を詰めて、ふたを元のように接着します。

いそかんさつのしおり資料

分類　自然体験（生き物・みどり）

題名 磯であそぶ
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※干潟かんさつの場合は、わかやま干潟観察ガイドブック・（同）指導者用テキストを見てください。

わかやま海域環境研究機構　http://www.warm-wakayama.org/

海藻標本（しおり）の作り方トピック
１.時　期 早春～春

２.準　備 大きな水を入れられる容器、画用紙、さらし（または木綿の布）、新聞紙

３.作り方

（１）海藻を採集して、水洗いします。

（２）用紙に載るような大きさにした海藻を容器の中に浮かせます。

（３）水の中で海藻の下に画用紙を入れます。 →①

（４）海藻の形を整えながら画用紙を引き上げ、すくい上げます。 →②

（５）もう一度海藻の形を整えて、さらし（布）を海藻の上に載せます。 →③

（６）ふつうの植物標本と同じ要領で、新聞紙に挟んで何回か新聞紙を替え、乾燥さ

せます。最後まで、標本はさらし（布）に挟んだままの状態で新聞紙だけ替えま

す。（中学校指導者用21～22ページを参照。）

（７）乾いたら、さらし（布）をそっとはがしてできあがりです。

（たいていの海藻はのりのように粘着性があるので、画用紙にくっつきます。）

（８）標本の場合は、データを書き込みます。種名（科名）のほか、採集地、採集日、

採集者名を書き忘れないようにしましょう。 →④

しおりの場合は、ラミネート加工などをすると、より耐久性のあるものになる

でしょう。

①水の中で、海藻の下に
画用紙を入れます。

②海藻の形を整えながら、
画用紙を引き上げます。

③さらしを海藻の上に載
せます。

④乾燥したら布をはがし、
種名、（科名）、採集日、
採集地、採集者名を書
きます。




